
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の教育目標：「知性を磨き」「意志を鍛え」「健康な心とからだをつくる」 
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木曽中学校だより 
 

震災から学び続ける 

                                 校長  大山 茂登 

 気が付くと、日も少しずつ長くなり、春の訪れを感じる機会も増えてきました。令和 6 年度も残り１か月とな

り、今年度の締めくくりの時期を迎えています。４月からの新たな生活に備えるために、十分な準備を行ってい

く大切な 1か月です。残された令和 6年度の残りの時間を 1日 1日大切に過ごしてもらいたいと思います。 

今月の 11 日で、東日本大震災から 14 年が経ちます。東日本大震災は、2011年 3月 11 日に発生した大規模な

地震とその後の津波による災害です。地震は午後 2 時 46 分に発生し、マグニチュード 9.0 という非常に強い規

模でした。最大震度７という強い揺れに加えて、東北地方の太平洋岸では高さ 20ｍを超す大津波が襲い、沿岸部

の市街地は壊滅的な被害を受けました。特に福島県や宮城県、岩手県などの東北地方の沿岸部では、津波が町を

飲み込むような状況となり、多くの建物やインフラが破壊されました。この地震は、東北地方から関東地方まで

広い範囲で感じられ、東京でも震度５強の揺れを観測しました。地震によって引き起こされた大津波は、沿岸部

に大きな被害を与え、多くの命が奪われました。また、地震の影響で福島第一原子力発電所が事故を起こし、放

射性物質が漏れ出し、住民の強制避難、食料の放射能汚染、土壌の放射能汚染など、様々な問題も発生しました。

これにより、周辺地域では避難指示が出され、長期間にわたる復旧作業や影響が今なお続いています。 

この震災では、発生当時から日本国内外で大きな関心と支援を呼び起こし、震災後の復旧や復興に向けて、多

くの努力がなされてきました。この震災をきっかけとして、災害対策や防災意識がさらに強化されてきました。

現在本校に在籍する生徒にとっては生まれる前か、生まれて間もない頃の出来事であり、実感をもって思い出す

ことはできません。だからこそ私たち大人は、改めて東日本大震災を振り返り、亡くなられた方々のご冥福をお

祈りするとともに、次代に語り継ぎつつ、教訓を生かしていく必要があります。本校では、毎月地震や火災等を

想定した避難訓練や安全指導を行っていますが、特に毎年 3月には、東京都教育委員会の防災教育ポータルサイ

トを活用し、東日本大震災を教訓とした、大規模な地震や災害に関する安全指導を行い、生徒への注意喚起を図

っています。 

今年に入り、政府の地震調査委員会では、マグニチュード（M）8～9 程度が想定される南海トラフ巨大地震の

30 年以内の発生確率をこれまでの「70～80％」から「80％程度」に引き上げたと発表しました。町田市付近で

は、南海トラフ地震以外にも、都心南部直下地震や多摩東部直下地震などの地震の今後 30 年以内の発生確率が

70％程度と想定されています。 

いつ発生するのかはっきりしなくても、大きな地震や災害はいずれ起きることは想定されています。起きるこ

とが想定されているのであれば、被害を最小限に食い止めるために、日ごろからの備えは自分自身や自分の身の

回りにいる人たちの命を守るために大切なことです。ぜひ、ご家庭でもこの機会に、防災についてお子様と話を

する場をもっていただき、災害に対する備えを意識してください。 

 命を守る行動はとても大切なことです。自分の命を守ることはもちろんですが、同時に周囲にいる人々の命を

守る行動も大変重要です。災害への備えを通して、命を大切にする行動に意識して取り組み、いざというときに

助け合っていける関係を日ごろから結んでいきたいと思います。 

２年生百人一首大会 
２０２５年２月１４日（金）の５・６校時、体育館にて

２年生の百人一首大会が行われました。競技形式は対

戦表にしたがって、各班が２試合行い、１、２回戦の持

ち札を合計して、札の合計枚数が多い組、班が優勝とな

ります。細かくルール決め、お互いのマナーにも気をつ

けるようにしています。結果は、クラス優勝が１組。班

ごとでは、優勝２組８班、準優勝は同点で１組２班と１

組５班でした。その後は、ＰＴＡの保護者の皆様が作っ

てくれた豚汁が振る舞われ、おいしくいただきました。 

本当にありがとうございました。 

１年生薬物乱用防止教室 
２０２５年２月２１日（金）の６校時、体育館にて１

年生を対象とした薬物乱用防止教室が行われました。

講師に「日本くすり教育研究所」の代表理事を招き、

薬の専門家から薬物の危険性を学びました。一度使っ

たらやめられなくなること、常習化することからくる

妄想、幻覚、フラッシュバック、身体へ 

の影響等、映像をまじえながら、細かく知ることがで 

きました。 
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第４回学校運営協議会報告 

２月１４日（金）、１５時００分より、第４回学校運営協議会を開催しました。出席者：竹島会長 石立副会長 

石川委員 浅沼委員 手島委員 兼子委員 大山校長 古怒田副校長 

・校長より…３年生は都立推薦入試・発表が行われました。２月２１日（金）は都立一般入試が行われます。

卒業式を笑顔で迎えられることを期待しています。１年生はスキー移動教室を３月に控えています。健康に

留意して楽しんで来てほしいです。２年生の鎌倉校外学習は１月３１日（金）に終えました。３年生での修学

旅行につなげてほしいと願っています。本日は、町田市教育プランに基づく木曽中学校の学校経営目標・取

組・改善策等について、学校関係者評価をつけていただく日となっています。よろしくお願いします。 

・竹島会長より：日々の教育活動を見ているとどの学校も地域から見られていると感じます。会長を引き受

けて長くなりますが、今日は全員がそろっての学校運営協議会となります。学校の日々の教育活動、社会貢

献度を鑑み、学校の自己評価を踏まえて、客観的かつ適切な評価をしていきます。 

・委員より（Ａ⇒取組・成果ともに十分評価できる Ｂ⇒取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

Ｃ⇒目標達成には至らないため、次年度の改善が必要 Ｄ⇒重要な課題であるため、次年度、重点的に改善） 

①「目指す学校及び子どもの姿を家庭や地域社会と共有・連携した教育課程を実施する。」 

評価Ｂ：学校だよりやホームページ等の情報発信は先生方の工夫が感じられる。ＩＣＴ活用は教員研修を重

ねる先生方の努力もあり、生徒も使いこなせてきている。毎日クロムを持ち帰らないと保護者は定着感を実

感しにくいかもしれない。課題は学校評価保護者アンケート回収率だが、質問の内容・文言も見直す必要が

あるのではないかと考える。 

②「授業改善を進め、基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得と思考力、判断力、表現力等の育成ととも

に、主体的・対話的で深い学びを実現する。」 

評価Ａ：授業については生徒へのアンケート結果はとてもよい。海外からの転入生も増えてＩＣＴも活用し

ながら先生方の苦労が伺える。この設問の具体的方策３段目の成果批評がＣと低めだが、生徒の自己評価と

して、自分が思ったほど成果が出せてない結果の６６％ならさほど低いとは言えないと考える。落ち着いた

環境での授業は学力アップにもつながるので今後も継続して努力してほしい。 

③「多様性を尊重し、自分と共に他者を大切にする意識・意欲・態度を育てる。」 

評価Ａ：人権尊重やいじめに対する学校の取り組みは素晴らしいと思う。道徳の授業を参観したが、教員の

授業づくりも評価できる。ＩＣＴ活用によりキャンバ等で自分の意見を皆が見える形での発表は緊張感や抵

抗感なく自分の意見を発表できていると感じた。不登校生徒への対応は課題も多いが、家庭と教室の間にあ

る居場所としての「エンカレッジルーム」は、理想ではあるが常時解放できることが望ましい。「あいさつの

木曽中」は評価しているが、以前より減ってきた感がある。「まず大人がお手本になる」という意識で継続し

て努力してほしい。 

④「正しい生活習慣を身に付けさせ、丈夫な体とたくましい心を育てるとともに、自助・共助・公助の力を身

に付ける安全指導・安全教育を充実する。」 

評価Ａ：この設問に関しては、家庭の問題でもあると考えられる。学校ができる取り組みとしては、正しい生

活習慣を保つことや食事の大切さ等をできる限り取り上げ、生徒や保護者に考える機会を増やすことである。

運動についても日常化は難しい。成長期の生徒の体づくりに、部活は大きな役割を果たしていると言える。 

部活の地域移行も検討されているが、学校での部活動の意義は大きいと思われる。教職員が顧問をするとい

う、今の形を維持した方が結果的にはよいのではないかと考える。 

以上、委員からは、「概ね満足できる」と評価をいただきました。参考意見も多くいただいたので、職員一同

来年度に活かします。学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）は３月上旬ホームページ

に載せます。 

第５回学校運営協議会：２０２５年３月１４日（金）１５時３０分～１６時３０分 図書室 

３月の主な予定 

3月 4日（火） 常任・中央委員会 ２カット 3月 14日（金） 都立二次発表 １年百人一首大会 学校運営協議会 

3月 5日（水） １年スキー教室事前指導⑤ 3月 17日（月） 卒業式予行③④  

3月 6日（木） １年スキー教室始 １・２年生給食終 3月 18日（火） 卒業式準備⑤⑥ 

3月 7日（金） ２年ＭＥＳＥ③④ 3月 19日（水） 第４２回卒業式 

3月 9日（土） １年スキー教室終 3月 21日（金） １年球技大会 １・２年保護者会 

3月 10日（月） １年振替休業日 ３年特別時間割始 3月 24日（月） ２年球技大会 美化活動④ 

3月 11日（火） 都立二次試検 全校朝会 3月 25日（火） 修了式 部活動再登校１３：３０ 

3月 12日（水） 部活動再登校１５：３０  

 


